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【削減状況の自己評価】
業態変更のあった岡山一宮店と和気店において電力使用量が増加傾向で推移している。
二酸化炭素排出総量も増加した。基本照明のLEDの導入を5店舗で行い、
ISO推進による目標管理や冷蔵ケースの清掃、省エネチェックなど電気使用量削減に努めたが、
一昨年より営業時間の拡大もあり、全体の使用量における効果は部分的であった。
また、岡山県内での新店舗等がなく省エネ新設備導入機会がなかった。

年度) 達成率等

指標の状況

（該当事業者のみ記入）

ベンチマーク 対象事業の名称 ベンチマーク指標 関連数値(平成 25

）年度 目標年度

0.260 0.310 0.247

ｍ２ ｍ２ ｍ２

△ 19.2 5.0 達成 未達

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容 原単位当たり排出量

延床面積

基準年度 25

5 箇年度）

25 ）年度削減実績 目標削減率 目標達成

⑥ ザ･ビッグ和気店 1,803 ｔCO2

削減目標の
達成状況

計画期間： 平成 22 平成 26

④ ザ・ビッグ平島店 1,835 ｔCO2

⑤ マックスバリュ備前店 1,261 ｔCO2

② ザ･ビッグ岡山一宮店 1,768 ｔCO2

③ ザ・ビッグ連島店 1,687 ｔCO2
主な工場等
の排出量

番号 工場等の名称 （平成 25 ）年度排出量

① イオンタウン水島店 1,746 ｔCO2

)年度排出量 目標年度(平成 26 年度)

13,764 ｔCO2 16,768 ｔCO2 13,075 ｔCO2

温室効果ガス 基準年度(平成 21 年度) 平成 25

特定事業者
の該当要件

①燃料等原油換算1,500kℓ以上 ②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上 ③CO2換算3,000t以上

（●工場等の数 11 所 ●車両台数（②該当の場合） 台）

⑤ マックスバリュ備前店 岡山県備前市西片上1278－3

⑥ ザ･ビッグ和気店 岡山県和気郡和気町福富490

ザ･ビッグ岡山一宮店 岡山県岡山市北区楢津574-1

③ ザ・ビッグ連島店 岡山県倉敷市連島町鶴新田1140-1

④ ザ・ビッグ平島店 岡山県岡山市東区東平島1001－1

事業の
概　要

食品スーパーマーケット、ディスカウントストアの経営

県内の
主　な
工場等

番号 工場等の名称 所　　在　　地

① イオンタウン水島店 岡山県倉敷市水島高砂町3-35

②

本票作成 部署名：総務部

主たる業種
分類

コード 58 業種名：飲食料品小売業

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

マックスバリュ西日本株式会社
７３２-０８１４

広島市南区段原南一丁目３－５２　広島段原ショッピングセンター５階

CO2/( CO2/( CO2/( 



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】
・クールビズ、ウォームビズの実施
・ライトダウンキャンペーンへの参加
・ISO14001マネジメントシステムを活用した電気使用量削減の目標管理

県内で
の取組

　 無

その他 　 無

県内で
の取組

　 無

その他 　 無

【推進体制】
省エネ法にに基づく、エネルギー管理体制を継続。グループとも連携し、
積極的に省エネ設備を導入している。各店においてはISO推進体制を活用し、
特に電力使用量の削減目標を立てて削減に努めている。

工場等の名称 実施した措置及び今後の取組の内容

(平成２５年度実施分）

全店

（平成２６年度計画）
水島店

全店

（平成２５年度実施分）

冷蔵ケース清掃指示、冷蔵ケース設定温度基準の指示、陳列ルールの指導、
省エネチェック、ISOを活用した電気使用量の目標管理

（今後実施予定分）
店内基本照明ＬＥＤ化

冷蔵ケース清掃の確実な実施、省エネ機器の設定変更、電力使用量の進捗
（見える化）による削減意識向上


